
第3日目：2023年12月16日（土） 更新
会場番号 会議室名 階 席数 20:00

第1会場
メインホール １F＆ B1F 764席

第2会場
国際会議室 ３F 360

第3会場
レセプションホール ３F 180

第4会場
401+402 ４F 200

第5会場
403

４F 90

第6会場
501

5F 200

第7会場
502

5F 200

第8会場
504+505 5F 150

第9会場
503 5F 60

第10会場
3A会議室 3F 400

第11会場
3B会議室 ３F 100

第12会場
2A会議室 2F 300
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撤去

3-B-S48
公募シンポジウム

「生命現象・疾患メカニズムの理
解のための最先端クロマチン研
究」オーガナイザー：衣笠 泰葉

3-B-S42
日本薬学会共催シンポジウム

「環境科学物質による付加体形成を介し
た生体調節機構」

オーガナイザー：上原 孝、熊谷 嘉人

3-B-SL16
特別講演

演者：池谷 裕二
座⻑：津⽥ 誠

3-B-S43
マイクロバイオーム創薬シンポジウム

「新規創薬モダリティとしてのマイクロ
バイオームの可能性と将来展望」

オーガナイザー：國澤 純

3-B-S47
日本循環薬理学会共催シンポジウム

「次世代による循環領域薬理学研究のイノ
ベーション」オーガナイザー：⻄⼭ 成、久

場 敬司

3-B-S46
創薬シーズ特設シンポジウム

「研究シーズの産業化に向けた様々な取り組
み」オーガナイザー：上野博之

3-B-M2
Meet the Professors

「次世代の薬理研究者に知っておいてもら
いたい臨床データの有用性・落とし穴」

演者：金子 周司

3-B-O15
一般演題

心血管･血液(1)

3-B-S55
公募シンポジウム

「食品の機能性はどこまで創薬に
せまられるか？」オーガナイ
ザー：白井 康仁、今井 浩孝

3-B-S56
公募シンポジウム

「異分野融合で挑む薬剤耐性菌感染症に
対する新規治療法の開発」オーガナイ

ザー：石澤啓介、鈴木仁人

3-B-S57
公募シンポジウム

「薬理毒性試験のDX：人工知能が
変える未来の動物実験」オーガナ

イザー：村⽥ 幸久、⼭本 大地

薬理学会
優秀賞表彰

3-B-S45
日本看護科学学会共催シンポジウム

「薬理学と看護学の新たな融合を目指して：がん治
療の有効性と安全性の向上への挑戦」オーガナイ

ザー：柳⽥俊彦、須釜淳子

3-B-O13
一般演題
内分泌

3-B-O12
一般演題

天然物･漢方

3-B-O11
一般演題
呼吸器

3-B-O18
一般演題
消化器系

3-B-S49
公募シンポジウム

「性ホルモンを軸とした痛み・痒
み研究の新展開」オーガナイ
ザー：木口 倫一、川畑 篤史

3-B-S50
公募シンポジウム

「循環器疾患における線維化を基礎から
臨床を通して科学する」オーガナイ

ザー：尾花理徳、高橋富美

3-B-S52
公募シンポジウム

「社会行動選択に寄与する神経薬理学的
研究」オーガナイザー：天野 大樹、人

羅(今村) 菜津子

3-B-S53
公募シンポジウム

「血液脳関門を打破した中高分子DDS技術に基づ
く中枢神経系疾患に対する新規治療戦略の動向」

オーガナイザー：森岡徳光、金沢貴憲

3-B-S54
公募シンポジウム

「電気化学的アプローチを駆使した次世
代の薬理学研究」オーガナイザー：楠原

洋之、高橋 康史

3-C-AW
臨床薬理財団賞授与式

3-C-FS
臨床薬理集中講座

フォローアップセミナー

3-B-O09
一般演題

免疫･炎症/痛み

3-B-O10
一般演題
免疫･炎症

3-B-O19
一般演題

免疫・炎症/抗悪性腫瘍薬

3-B-O14
一般演題

抗悪性腫瘍薬

3-B-C2
薬理学会市⺠公開講座②

共催：TEAM事業
「「きこえ」の重要性―人生100年心豊かに過ごすた

めに―」演者：日比野浩、太⽥有美、中川崇

3-B-S58
公募シンポジウム

「アレルギー研究の最新知見：基礎と臨
床」オーガナイザー：筒井正人、要匡

3-B-S59
公募シンポジウム

「疾患のメカニズムとグローバルなアプ
ローチ」オーガナイザー：⽥邊思帆里

3-B-SL18
特別講演

演者：大隅 典子
座⻑：⽮部 千尋

3-B-SD2
HiLung株式会社シンポジウム

「ヒト呼吸器細胞モデルが加速するパンデ
ミック対策研究そして創薬」

座⻑：⼭本 佑樹

3-B-S51
企業企画シンポジウム

「スギ花粉症に対す免疫療法の最前線」
〜免疫寛容を誘導する⾆下免疫療法〜」
オーガナイザー：土井雅津代、奈邉健

3-LS19
国立国際医療研究センター

ランチョンセミナー
「感染症など緊急事態に対迅速な研究開発
を促進する国内外の連携システムの構築」

3-LS23
年会企画

「子育て奮闘研究者応援―Z世代
育児と仕事の流儀」

3-LS20
ダイバーシティ推進セミナー

「デジタル化が進展する社会における新
たなる研究・教育スタイル」

3-C-PL
臨床薬理学会

会⻑講演
演者：藤尾 慈
座⻑：松本直樹

臨床薬理
学会

優秀賞
表彰

3-B-SL17
特別講演

演者：葛⻄ 重雄
座⻑：岡⽥随象

3-B-SL19
特別講演

演者：上⽥ 泰己
座⻑：金井 好克

3-B-SL15
特別講演

演者：金井 好克
座⻑：⾚⽻ 悟美

3-C
文科大臣表彰

若手科学者賞需要記
念講演

演者：水野 知行
座⻑：寺⽥ 智祐

3-LS25
IUPHARデータベース・電子

教科書利用講習会
「IUPHARデータベースGuide to 

Pharmacologyの利用ガイダンス」

3-B-S44
国際心臓研究学会（ISHR）共催シンポジウ

ム
「心不全研究の最前線から拓く治療戦略」

オーガナイザー：茂木 正樹、⾚⽻ 悟美

3-B-O17
一般演題

心血管・血液(2)

3-B-S60
年会特別企画シンポジウム

「ダイバーシティシンポジウム」
オーガナイザー：池谷裕二

3-B-SS13
学生セッション

中枢-免疫

3-B-SS14
学生セッション

中枢-その他・分子薬理

3-B-O16
一般演題

筋・平滑筋

閉
会
式

3-C-S35
シンポジウム

基礎研究シーズの創薬展開における課題
−どこまで⾃分たちを変えられるか−

3-C-S36
シンポジウム

臨床薬理のグローバル的革新
―開発早期から承認取得まで―

3-C-WS2
臨床研究ワークショップ

研究公正と研究スキルについて

3-C-S38
シンポジウム

薬物治療の最前線 循環器

3-C-S39
シンポジウム

PK/PD解析を駆使した精密投与
設計の最前線

3-C-S40
シンポジウム

臨床薬理学からスポーツと治療を考
える（仮題）

3-C-O15
一般演題

糖尿病・循環器

3-C-O16
一般演題

非臨床研究／
病態解明1

3-C-O17
一般演題

臨床試験・治験2

3-C-S37
シンポジウム

臓器横断的ながん治療の現状と
課題

3-C-S41
シンポジウム

生体試料中薬物濃度およびバイオ
マーカー分析に関する最新動向

3-LS21
サントリーウエルネス株式会社

ランチョンセミナー
ライフステージにおける健康

食品の適正利用

3-LS22
アズワン株式会社
ランチョンセミナー

除菌消臭剤「MA-T」の秘密！その驚
くべきメカニズムと医療への展開

3-LS24
株式会社Buzzreach
ランチョンセミナー

DCT特論：分散化が加速
する臨床試験の未来！

3-C-S42
シンポジウム

AROの課題と実践 シーズ育成から
臨床試験までの課題

3-C-EL10
教育講演

認知症：開業医が考える
全人的医療とケア

3-C-O19
一般演題

非臨床研究/
病態解明2

3-C-O18
一般演題
薬物動態

3-C-S43
シンポジウム

女性、若手医師から見た
臨床薬理学

3-C-EL11
教育講演

臨床応用を見据えて基礎研究
で考えておくべきこと

3-C-S44
シンポジウム
創薬活動の実践

共催：日本薬理学会


